
 

４ 各種警報・注意報発令時の対応 

「特別警報」発令時の対応について 

                                                                     

                                                             豊橋市立杉山小学校  

 

１ 「特別警報」が発表された場合 

   

（１）登校前に特別警報が発表されている場合 

ア 登校させない。 

イ  特別警報解除後も，災害の状況及び気象・交通機関・通学路の状況等に係る情報収集に努

め，児童生徒を安全に登校させうると判断できるまでは登校させない。 

ウ  必要に応じて中学校区内の小中学校（章南中・老津小）と連携をとる。 

 

（２）登校後に特別警報が発表された場合 

ア 即刻，授業を中止し，災害の状況及び気象・交通機関・通学路の状況等に係る情報収集並

びに児童生徒の生命及び安全を確保する最善の対応（学校留め置き，外部の避難場所への移

動，保護者への引き渡し等）を迅速に行う。 

 

（３）登下校中 

通学団担当者が，通学路の巡視を行い，登校中の場合は児童を学校へ，下校中の場合は児童

を家庭へと指導する。 

  ※渥美線線路より三河湾に近い地区（標高が低い）は家には戻らず杉山地区市民館へ避難する。 

 

（４）授業後 

授業時間終了後，翌日の授業開始までの間に「特別警報」が発せられた時は，翌日（当日）

の授業や学校行事は中止し，地震の発生または「警戒宣言」が解除されるまでの間，学校は休

校とする。 

特別警報の発表基準 

 ・数十年に一度の大雨，強度の台風，積雪等が予想される場合，現象の種類に応じて， 

「大雨」「暴風」「波浪」「高潮」「暴風雪」「大雪」の特別警報として発表される。 

 ・「大津波警報」「噴火警報」「緊急地震速報（震度６弱以上）」は特別警報として位置づけら 

れる。 

 



 

２ 組織と活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 情報連絡係 

教頭 教務 

避難誘導係 

教務 担任 

・校内への避難勧告 

・各種連絡，情報の提供 

・児童を安全な場所へ避難させる 

・避難場所での児童の安全管理 

・児童の親への引き渡し 

・備え付け消火器，消火栓による初期消火 

・負傷者，被救護者の応急救護 

・必要により救急車の手配 

・重要書類等の持ち出しとその管理 

 

児童管理係 

教務 担任 

初期消火 

発見者 男子職員 

救護係 

養教 保健主事 

搬出係 

校務 事務 用務 

本部長 

校長 

副本部長 

教頭 

情報収集係 

教頭 教務 

・関係機関（消防団，消防署，自治会，市教 

委）からの情報収集，状況把握 



 

「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」「大雪警報」 

発令時の児童の登下校について 

 

登 
 

校 
 

前 

１ 豊橋市に「暴風・暴風雪警報」が発令されている場合 

ア 午前６時 00 分までに解除されたときは，平常どおり授業を行う。 

イ 午前６時 00 分を過ぎてから解除されたときは，当日の授業を行わない。（休校） 

２ 豊橋市に，大雨による「洪水（河川氾濫）・土砂災害・高潮」の恐れがあり，警戒

レベル３(｢高齢者等避難｣)が発令されている場合････｢大雨警報(土砂災害)｣｢洪水警

報｣など，何かしら出ている。 

 ア 通学路の状況等により，授業の有無，授業開始時刻を決定する。 

原則として，平常どおり授業を行う。 

 イ 必要に応じて，中学校区内の小中学校（章南中・老津小）で連携をとる。 

 ウ 地方気象台情報で大雨による被害の可能性について予測された場合（例：早期注

意情報で「警報の可能性が『中』以上」）には，前日までに市教委が臨時休校を

判断することもある。 

 エ 保護者が子どもの安全を考え登校を見合わせると判断した場合，校長が合理的な

理由と認めたうえで欠席扱いにはしない。 

３ 豊橋市に，大雨による「洪水(河川氾濫)・土砂災害・高潮」の恐れがあり，警戒レ

ベル４(｢避難指示｣)が発令されている場合 

 ア 午前６時 00分を過ぎても解除されないときは，当日授業を行わない(臨時休校)。 

 イ 地方気象台情報で大雨による被害の可能性について予測された場合（例：早期注

意情報で「警報の可能性が『中』以上」）には，前日までに市教委が臨時休校を判

断することもある。 

４ 「大雨警報」「洪水警報」「大雪警報」が発令されている場合 

（「暴風警報」は発令されていないとき） 

ア 原則として，平常どおり授業を行う。 

イ ただし，道路等の破損，増水等がはなはだしく，通学に危険があると思われると

きは，安全が確認されるまでは保護者判断で自宅待機する。 

ウ 状況によって，登校が危険と思われる場合，登校以前に授業の有無を決定し，メ

ール配信により学校から各家庭に連絡する。 



 

登 
 

校 
 

後 

１ 豊橋市に「暴風・暴風雪警報」が発令された場合 

ア 台風の中心位置，進行速度及び方向，気象状況等より判断し，全児童生徒を安全
に帰宅させうると判断したときは，当日の授業を中止してすみやかに下校させる。 

イ 通学路が危険と認められるときや通学距離などにより帰宅が困難と認められる 
ときは，当該児童生徒の安全を校内において確保する。学校に残した児童生徒は，
校内の最も安全な場所（体育館）に集め，その旨を家庭に連絡する。 

２ 豊橋市に，大雨による「洪水(河川氾濫)・土砂災害・高潮」の恐れがあり，警戒レ
ベル３(｢高齢者等避難｣)が発令された場合････｢大雨警報(土砂災害)｣｢洪水警報｣な
ど，何かしら出ている。 

 ア 気象状況を把握するとともに，交通機関および通学路の状況などから判断し，授
業の継続または中止を決定する。 

 イ 状況の悪化が見込まれるときは直ちに授業を中止し，以下の避難行動に移る。 

  ａ 児童生徒を校内に留めおき，安全を確保する。 

ｂ  ｢引き取り下校｣や｢集団下校｣など，下校の方法について中学校区内の小中学校
（章南中・老津小）で連携をとり，メールを配信し保護者に知らせる。 

３ 豊橋市に，大雨による「洪水(河川氾濫)・土砂災害・高潮」の恐れがあり，警戒レ
ベル４(｢避難指示｣)が発令された場合 

 ア 直ちに授業を中止し，以下の避難行動に移る。 

  ａ 児童生徒を校内に留めおき，安全を確保する。 

ｂ ｢引き取り下校｣や｢集団下校｣など，下校の方法について中学校区内の小中学校
（章南中・老津小）で連携をとり，メールを配信し保護者に知らせる。 

４ 「大雨警報」「洪水警報」「大雪警報」が発令された場合 

◇ 原則として，平常どおり授業を行う。 

◇ ただし，諸状況等より判断し，安全のため必要と認めた場合は集団下校させる。 

５ 「○○注意報」が発令された場合 

◇ 平常どおり授業を行う。 

★ 特別な対応を行う場合は，学校メールで連絡する。 

 

 



 

「雷注意報・警報」「竜巻注意情報」 

発令時の対応について 

 

 

 

 

雷注意報・警報発令時 

登校中・下校中 

・空模様に注意し，雷鳴が聞こえたり突然強い風が吹いたりにわか雨が降り出したりした場合

は，無理に登下校を続けず屋根のあるところへ待避し，天候の回復を待って登下校する。 

登校後 

・注意報発令時は，屋外での活動については空模様に注意し，空に黒い雲が広がったり雷鳴が

聞こえたり突然強い風が吹いたりした場合は，一旦活動を中止し屋根のあるところへ待避する。

校外活動では事前に待避場所の確認をし，近くに待避場所がない場合は活動を中止する。 

  ・警報発令時は，屋外での活動を中止し屋内へ待避する。また，児童を屋外に出さない。 

登校前・下校前 

・空模様を見て落雷の危険性が高い場合は登下校を遅らすなどの措置をとる。その場合，メー

ルで各家庭に連絡をする。状況によっては，集団下校させたり保護者に引き取りをお願いした

りする場合もある。 

 

竜巻注意情報発令時 

 大気がさらに不安定になって，竜巻など激しい突風などが起こりやすい状況になっている。 

ファックス・防災無線にて確認 

 

                ＊注意情報発表より１時間は継続，避難体制の継続・情報収集 

                    ・テレビの気象情報 ・気象庁ホームページ 

                                 

＊天候・風向き・大気の様子  ・竜巻が目視できるか 

 

  

  

 

 

 

 

 

気象状況の把握（複数の職員で） 

運動場等での活動児童 

屋内への回避 

屋外での校外学習は中止 

危険 

掲示「竜巻注意情報発令中」 

※校内放送で注意呼びかけ 

目視 

児童を 

 窓ガラス・危険な場所 から  

            遠ざける 
下校時 児童は 

 安全な場所 で 待機  

保護者にメール配信 

「竜巻注意情報発令」 



 

「光化学スモッグ予報・注意報・警報」 

発令時の対応について 

 

 

● 各種通報発令時の指導事項 

予報発令中  0.08ppm 以上  (職員室…白色の標識) 

 屋外にいるとき 屋内にいるとき 下校時 

学校 

管理下 

① 健康観察を念入りに行う。 

②ぜんそく性疾患・呼吸器疾患者など

は状況により授業や諸活動を中止

し，屋内に退避させる。 

② 異常者発生のおそれがある場合

は全員屋内に退避させる。 

①屋内の状況によ

り，窓やカーテン

を閉める。 

②異常者は保健室で

救急処置をうけ

る。 

① 解除にならなくて

も下校させるが，寄

り道をしないよう

にさせる。 

学校 

管理外 

① ぜんそく性疾患・呼吸器疾患者は外出しないようにする。 

注意報発令中  0.12ppm 以上  (職員室…黄色の標識) 

  屋外にいるとき 屋内にいるとき 下校時 

学校 

管理下 

① 予報発中に準ずるが状況により

運動量に制限を加える。 

② 異常者発生のおそれがある場合

は全員屋内に退避させる。 

① 予報発令中に準

ずる。 

① 異常者が多数発生

しない限り下校さ

せるが，寄り道をし

ないようにさせる。 

学校 

管理外 

① 全員，特別な理由のない限り外出しないようにつとめさせる。 

② 目やのどに異常が生じたときは洗眼やうがいをし，必要に応じて医師の診断をうけ

るようにさせる。 

 

警報発令中  0.24ppm 以上 (職員室…だいだい色の標識，校内放送，希望の塔に赤旗) 

重大警報発令中  0.40ppm 以上 (職員室…赤色の標識，校内放送，希望の塔に赤旗) 

  屋外にいるとき 屋内にいるとき 下校時 

学校 

管理下 

① 警報発令と同時に諸活動を中止

し，屋内に退避させる。 

② 異常者は保健室で救急処置をう

けさせる。 

① 注意報発令中に

準ずる。 

① 異常者が多数発生

したときは医師の

助言を得て適宜措

置をとる。 

学校 

管理外 

① 外出しないようにさせる。 

② 眼やのどに異常が生じたときは洗眼やうがいをし，必要に応じて医師の診断をうけ

るようにさせる。 



 

「微小粒子状物質（PM2.5）注意喚起情報 

発令時の対応について 

 

 

 

 

● 注意喚起情報発令時の学校の対応 

 

注意喚起情報発令中  85μg/m³以上の時   

 

豊橋ホットメール，防災無線，学校教育課から FAX あり 

 

１ 職員，児童，保護者，学校来訪者などに周知する。 

２ 「PM２．５注意喚起情報発令中」の掲示をする。 

３ 以下のことに留意する。 

 屋外にいるとき 屋内にいるとき 下校時 

学校 

管理下 

①屋外で長時間の激しい運動をでき

るだけ減らす。 

②健康観察を念入りに行う。 

③ぜんそく性疾患・呼吸器疾患者など

は状況により授業や諸活動を中止

し，屋内に退避させる。 

④異常者発生のおそれがある場合は

全員屋内に退避させる。 

①窓の開閉を減ら

す。屋内の状況に

より，窓やカーテ

ンを閉める。 

②異常者は保健室で

救急処置をうけ

る。 

①解除にならなくても

下校させるが，寄り

道をしないようにさ

せる。 

学校 

管理外 

①ぜんそく性疾患・呼吸器疾患者は外出しないようにする。 

 

 ※ただし，PM2.5濃度が注意喚起のための暫定的な指針となる値を大きく超えない限り，

屋外での行事や活動を中止する必要はない。 

 

 

 

 

 



 

「南海トラフ地震臨時情報【巨大地震警戒・巨大地震注意】」 

発表後の児童の登下校について 

 

     

 【巨大地震警戒】が発表された場合 【巨大地震注意】が発表された場合 

登 

校 

前 

◆解除されるまで自宅待機とする。 

（本校区に「事前避難対象地域」が含まれ， 

本校が避難所となるため，１週間休校とする） 

◆通常通り登校する。 

（土砂災害等により後発地震発生後では避難が間
に合わないと判断する場合は，学校メールにて
「自宅待機」の連絡をする） 

登 
 

校 
 

後 

 

 

◆保護者又は保護者に代わる方の引き取
りがあった児童は，「引き渡しカード」
で確認の上，直接引き渡しする。 

◆保護者又は保護者に代わる方の引き取
りがない児童は，引き取りがあるまで学
校で保護する。 

※速やかに引き取りができないことが予想さ
れる家庭では，緊急連絡先および誰が，ど
のような方法で児童の引き取りを行うかを
確実に決めておいてもらう。（「引き渡しカ
ード」への記入をお願いする。） 

 
（本校区に「事前避難対象地域」が含まれ， 
本校が避難所となるため，１週間休校とす
る） 

 

 

 

◆保護者の緊急連絡先の再確認，児童の保
護の方法，避難経路，避難誘導実施担当
者の再確認，施設の防災点検など，後発
地震の発生に備える対応を行いつつ，授
業を継続する。 

（土砂災害等により後発地震発生後では避難
が間に合わないと判断する場合は，【巨大地
震警戒】と同様に，引き渡し下校を行う）  

 

登

下

校

中 

 

 

 

 

◎「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）」が発表された場合，本校が「事前避難対象地

域を含む学校」として，避難所となるため，避難所が開設されている間（１週間を目途）

は休校とする。 

 

 

登校中 ： 原則として，登校する。その後，上記「登校後」による。 

下校中 ： 原則として速やかに下校し，家族とともに行動する。 

 

授業をただちに中止し，以下の方法で
速やかに下校させる。 

授業を継続する。 



 

「北朝鮮による弾道ミサイル発射にかかる対応」 

 

 


